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「ひろしま建築学生チャレンジコンペ 2023」の 

最終審査結果について 

１ 要旨・目的 

 魅力ある建築物の持続的な創造に向けたクリエイティブな人材育成の一環として実施している

「ひろしま建築学生チャレンジコンペ 2023」において、全国の建築学生より応募された 49作品の中

から１次審査で選定された５作品を対象として、公開による最終審査を行い、最優秀作品等を決定し

た。 

 

２ 実施概要 

(１)  応募対象者 

全国の大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校に在籍する学生 

（個人又はグループによる応募とする。） 

(２)  対象建築物 

   県営向ケ丘住宅集会所(福山市水呑向丘) 

 

３ 最終審査の概要 

（１） 審査日時 令和５年 11月 18 日 13 時 00 分～17 時 30 分 

（２） 会  場 叡啓大学 15階叡啓トップ (広島市中区幟町 1-5) 

（３） 内  容 １次審査通過者によるプレゼンテーション、審査員による質疑応答など 

 

各賞 応募者氏名 所属学校（所在地） 

最優秀作品賞 

（１点） 
宮本明輝、宮地栄吾、長野耀、北村太一 

近畿大学・大学院、 

広島工業大学大学院（広島県） 

優秀作品賞 

（２点） 

岡崎友洋、大呂直樹、沈子楡、松岡達哉 広島大学・大学院（広島県） 

曽根大矢、粕谷しま乃 近畿大学大学院（広島県） 

入賞 

（２点） 

小島宗也、熊谷翔大、有木壮太、 

藤本泰弥 
近畿大学・大学院（広島県） 

井上龍也、岡本一希、高尾耕太朗、 

谷卓思、隠崎嶺 
広島大学・大学院（広島県） 

審査委員長特別賞 

(２点) 

仮屋翔平、石川華菜子 
九州大学大学院(福岡県)、 

鹿児島大学大学院(鹿児島県) 

福原直也、福士若葉 法政大学大学院(東京都) 
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４ 最優秀作品及び選評 

 作品名：「まちを結びつける５つのカベ」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（選評） 

５つのカベと五角形の形をした外観がシンボル性もありながら包み込むような親和性があり好感が 

持てる。多方向に視線を誘導する壁の作り方と内外に繋がる領域の作り方が非常に秀逸で、構造的

に柔軟性がある点や、天井高さと機能をうまくリンクさせる点などの工夫が見られ、今後カベの伸

ばし方によって使いやすさの発展が期待できる。 

５ 審査委員 

委 員 氏 名 所属等 

審査委員長 武井 誠 建築家、株式会社 TNA 代表取締役、京都工芸繊維大学特任教授  

審査委 員 

小松 隼人 
建築家、株式会社小松隼人建築設計事務所代表取締役  

広島工業大学非常勤講師 

髙田 明秀  建築家、GRIND ARCHITECTS 主宰 

川畠 満 広島県土木建築局建築技術担当部長 

奥野 功貴 広島県土木建築局住宅課長 

 

 

模型 

模型写真 
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表彰式後の記念撮影 

公開プレゼンテーションの様子 

審査会場の様子 

審査委員による選考の様子 

６ 最終審査会の様子 

  現地で公開審査を実施、また、 YouTube により WEB 配信を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 今後の予定 

最優秀作品は、その提案趣旨を踏まえ、実施設計者による設計を進めていく。 

 

(次ページ) 最優秀作品提案書 



には人のू͑る৔ॴٰ޲が多くॅΜで͍るਫವऀྸߴ

がগなくɺࠓճ建てସ͑られるूձॴが๺۠とೆ۠も

ؚめ人がूまる།Ұの৔ॴとなって͍ま͢。ఆظతに

人がूまる活動ڌ఺の৔となって͍ま͢がɺࡏݱのू

ձॴは外に開͍ておらͣɺதでの活動があまり人の目

につかな͍ঢ়ଶとなってま͢。これからのूձॴはよ

りまちに対して開かれ、日常に寄り添った存在である

΂きではな͍でしΐ͏か。

既存の集会所の形状
による内に閉じた活動

様々な敷地パターンに対応しつつ
人々が自然と集まりたくなるデザイン

個性のある外に広がった壁によって地域やまちの人が日常のなかで自然とつながる集会所を提案
します。壁があることで集会所を利用するきっかけとなり、日常に溶け込んだ集会所が人々に寄
り添ったまちのシンボルとなることを目指します。

ਫವの֗は人が௨ることができる様ʑなΞϓ

ϩʔνがݟ受けられました。ͦしてɺ建てସ͑

より૝ఆ͞れるෑ஍ύλʔンから周辺とಉۀࣄ

ௐしつつ様ʑな建ͪํw࢖Θれํに対Ԡできる

ことがඞཁͩと͑ߟɺ様々なアプローチから人

を迎え入れることができる、地域の拠り所とな

るような水呑らしい集会所がඞཁなのではな͍

かと͡ײました。

஍Ҭの人がࣗવにू͑るよ͏にɺ集会所から

ではなく、その周辺から設計して͍きɺ೔ৗ

との઀఺をつくりग़しま͢。周辺ڥ؀に対し

て個性ある５つの壁がྖҬをつくりながらま

ͪに開かれɺ人ʑを受けೖれま͢。この஍Ҭ

にدりఴったूձॴの周辺ڥ؀が世代を超え

たつながりをつくるきっかけとなりɺまͪの

த৺となるूձॴを目ࢦしま͢。

ूձॴは個性ある５つの壁が構造としてूまりɺ์ࣹ

ঢ়に഑ஔ͢ることで開์తな大空間をつくりながら内

と外とのつながりを持つ豊かな集会所をੜΈग़しま

͢。ूձॴから広がる壁は周辺の人ʑに೔ৗతにར༻

͞れる৔ॴとなることで内ଆでの活動を஌るࠣࡉな

きっかけをつくりま͢。このখ͞なつながりの࿈࠯か

ら͞ま͟まなΞΫςΟϏςΟを育Έɺ多世代をつなぐ

水呑の交流の拠点となって͍くことをظ଴しま͢。

���� ���� �� 周辺からつくられる日常に寄り添った集会所 �� 地域のみんなに愛されるまちのシンボルとなる五角形
���

あなのあいたカベしらせるカベ

ひっかけられるカベ だんだんのカベ

くぐりぬけるカベ

ま ちを結びつける
５つのカベ

住民の声：無駄な植栽を計画しないで欲しい

住民の声：軒下空間が欲しい

住民の声：ふらっと立ち寄れる場所　　　　　　これから  ：向丘の拠点として 

住民の声：若い人にも参加してもらいたい　　　これから： 水呑らしい集会所

��

ϫʔΫγϣοϓࣔܝ෺の࡞੒

建具の࡞੒スπʔϧ࡞੒

街のみんなとともに考え、
ともにつくり上げる��

このूձॴがまͪͮくりの

ܭ఺となって͍くよ͏ઃڌ

のϓϩηεを大ࣄにしɺϫʔ

ΫγϣοϓなͲを௨して࿩

し߹͍ॅຽのօ͞Μとɺと

もに考え、ともにつくり上

げていきます。

みんなの理想の集会所となるための計画

面積表

খ্がり �����ᶷ

౔間 �����ᶷ

ूձ室� �����ᶷ
உ性ɾঁ 性༻トΠϨ ����ᶷ

ं͍ ト͢ΠϨ ����ᶷ

ศॴ ����ᶷ
૔ݿɾ෺ஔ ����ᶷ
ܭ߹ �����ᶷ

れて͍る͞༺࢖にࡍՃͤ͞て͍たͩきɺ࣮ࢀϲٰαϩンに޲Θれ͍るߦたͪはຖि໦༵೔にࢲ
ํୡにお࿩を͍࢕ੜの੠をฉ͍てきました。利用されている方々の要望にしっかりと応えるか
つ、これからの集会所のあり方についてを考え丁寧に設計をしたいと͑ߟて͍ま͢。

໛が໿نར༻͞れて͍るूձ室のࡏݱ ��ᶷఔ౓と͍͏こともありɺूձ室に౔間εϖʔε
とখ্がりεϖʔεをઃけました。౔間は内外ϑϥοトにग़ೖりでき高齢者でも利用しやす
い৔ॴとなって͍ま͢。また౔間は様ʑなঢ়گに対ԠできɺମૢなͲεϖʔεをとる活動な
Ͳは開ޱを開け外とҰମతに࢖༻͢ることがՄೳで͢。

住民の声：段差が大変、小上がりが欲しい、体操ができるスペースが欲しい

この建ஙは内にดͣ͡ɺͲΜな人でもܴ͑ೖれる水呑らしいおおらかな佇まいをして͍ま
͢。個性ある 5つの壁がさまざまな人と結びつくことでɺখ্がりに࠲って࿩͢人΍σο
Ωに৸సΜでる人なͲ֤ॴにډ৔ॴができɺ多ੈ୅とのަྲྀがੜまれま͢。

ਫವの֗ฒΈにݺԠしɺશํ޲に開かれたूձॴは人をܴ͑ೖれɺまちのたまり場となり
ま͢。ಛ௃తな �֯ਲ਼の屋根はͲこかջかしくもあり新しいまちのシンボルとなりま͢。

Ҡ動ൢചंがఀまりൢചできるεϖʔε΍ɺӍ॓りができるよ͏ݢを延͹し ����NNの
。Լ空間をઃけましたݢ

・柔軟性のある集会室

・様々な居場所のある集会所

・大屋根が新たなまちのシンボルに

২࠿を開けたҰ໘のΈܭը͢ることでɺ維持管理が容易にできま͢。
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΢ουσοΩ

౔間ίンΫリʔトのۚίς্͛࢓としたচ෦෼はϗίリ
なͲのΰϛの૟আがし΍͢くɺҡ؅࣋ཧが༰қになりま
͢。またɺશ໘のݢを外壁෦よりも �N΄Ͳ延௕ͤ͞る
ことで壁΍চのԚれを௿ݮしɺ៉ྷなڥ؀をอͪま͢。

ޮ
率的な維持管理への配慮

内外を࢓੾る建具΍壁につけるπʔϧを҆Ձなࡐྉによ
り自作することでイニシャルコストを削減しま͢。ߋに
౔間ίンΫリʔトのۚίς্͛࢓に͢ることでίεトを
。しま͢ݮ࡟

ϩ
ーコストへの配慮

໦଄Սߏの大屋根のઌ୺্෦෇ۙにখ͞なࡿঢ়の開ޱを
ઃけて͍ることによりɺ常に自然換気が͑ߦま͢。これ
により屋根の্෦にஆか͍空ؾがたまることを๷͗ま
͢。またҰ໘の屋根を '31೾൘に͢ることで͞ߴのあ
る室内空間にனޫをऔりೖれま͢。

ϥ
イフサイクルコストへの配慮

ແப空間となるूձॴは５֯ਲ਼のܗࢁՍߏでߏ੒しま
͢。੡ࡐεύンを௒͑る۱໦は࢈ݝのू੒ࡐを࢖༻しɺ
ͦれҎ外のߏ଄෦ࡐは੡ࡐを༻͍ることで躯体費の削
減をਤりつつັྗతな空間を目ࢦしました。

͞らに放射状に配置した壁が
耐力壁となりɺ外に৳びるこ
とで屋根のたΘΈのܰݮがՄ
ೳとなるなͲ内外をつなぐ機
能を持ちながら構造としても
大きく機能͢るものとしまし
た。

ߏ
造計画

୤
炭素への配慮

県産材を使用͢ることでࡐࢿのӡൖによるೋࢎԽ୸ૉഉ
ग़ྔのݮ࡟を͢るとともにɺ広ౡࢢの公共建築建築物の
低い木造利用率に対する貢献をしま͢。
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トΠϨ
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౔間から延௕したεϖʔεはɺேのϥδΦମૢ
Πϕント࣌に͏ͪと外をҰମతにར༻ができる。

ूձॴから延௕した΢ουσοΩは࣌ৣࢪ
でも೔ৗతにར༻ができɺूձのࡍは開ޱ
を開けूձ室を大きく͏࢖ことができる。

൒ಁ໌な開ޱによって外から
தの活動が優しく͑ݟる。
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あなのあ͍たΧϕ
ϙίϙί݀の空͍た壁はϞ
ϊをஔ͍たりɺࢠͲもが௨
りൈけたりできる。

しら るͤΧϕ
まͪのࣔܝ൘となる
壁。ਫವのϙελʔ
΍ֶੜのֆɺࠇ൘な
Ͳがషり෇けてある。

ͩΜͩΜのΧϕ
ஈʑに൘がࠩしࠐまれた壁。
とこΖは୨ɺ௿͍とこ͍ߴ
Ζはϕンνとなって͍る。

ひっかけれるΧϕ
༗ޮϘʔυをऔり෇
けた壁。ࡊԂ΍外で
る෺をひっか͢༺࢖
けることができる。

く͙ り͵ けるΧϕ
人がく͙りൈけれ
る大きな݀の空͍
た壁。く͙り͵け
る෦෼にεϩʔϓ
を഑ஔ͢ることで
ผʑの໘をߦきདྷ

͢る。

��
Έま͢。またɺ５つの壁がまͪのখ͞なมԽ�にࠐを内෦にऔりڥঢ়が周辺؀ܗたな͍࣋৺性とɺ���˃શ໘に対して開͍たཪをٻつ࣋ଘのΞϓϩʔνからಋかれた５つの໘がط
൓Ԡしɺொとूձॴの間にੜまれてしま͍がͪなڥքをᕷまͤま͢。これらによって建て替え事業により考えられる様々な住棟のパターンにおいて対応することが可能で͢。

様々な住棟のパターンでも魅力を損なわない対応力

日常に寄り添いながら未来のまちづくりに影響を与える展開力��
ॊೈな対Ԡྗをͪ࣋ながら周ғにӨڹを༩͑るूձॴがɺࠓճの建てସ͑ۀࣄのޙにもߦΘれるであΖ͏水呑のまちづくりの中心となることを目ࢦしま͢。ूձॴによって人ʑ
がまͪとつながるྖҬがঃʑにੜまれて͍きɺະདྷのਫವのまͪ全体に影響を与えながら展開していく力をൿめて͍ま͢。

道路側から離れたパターン 周囲から閉じられたパターン道路側に開かれたパターン

地域を超えた輪が広がり、水呑の未来のつながりをつくる集会所を軸として広がる地域との輪

Phase.1

Phase.2

集会所でできること

団地の人とできること

まちの人とできること
Phase.3Phase.3

ウッドデッキ

開けた建具

ポリカ屋根

くぼみ

キッチン

掲示板として活用

領域を行き来する

座って鑑賞する

地域のモノをぶら下げる

覗いたり座ったりして活用

掲示板として活用

団地の人とできること団地の人とできること
料理教室

菜園

食料販売

体操

お披露目会
体操教室

体操
活動が見える活動交流

趣味披露

ウッドデッキ

休憩場所

手芸教室

落ち着ける拠り所

居住者の駐輪スペース
たまり場交流

大きなトンガリ屋根と外へと延びる個性のある壁は人の目をひきながら訪れた人を優しく受けとめる。周辺に対して大きく開かれた５つの壁により多様な活動が育まれる。

大きな屋根のかかったおおらかな室内空間は建具を開けることで外への広がりをもつ。


